けで はない。 しかし 僕 は、 そういう 反省 を 君に 要求し 

ようと 思わない。 又、 「大人」 になって、 人に 笑われず 

に 人 を 笑う ことが、 君 を そんなに 偉く する だろう か？ 

なぞときき はしない。 その 質問 は 君 を 不愉快に し、 又 

もし 君が、 考え深い 感傷 家なら、 自分の 身の上 を 思い 

やって 悲しみ を 深める に違いないから。 

僕 は 礼儀 を 守ろう！ 僕 等の 聖典に 曰く、 およそ ィ 

エス. ノォ をた ずぬべからず、 そ は 本能の 犯す 最大の 

悪徳 なれば なり、 と。 又 曰く、 およそ イエス • ノォを 

たずぬべからず。 犬 は 吠 ゆ、 これ 悲しむべし、 人 は 吠 

えず、 吠 ゆべき か、 吠えざる べき かに 迷い、 迷いて 吠 



日本の ナンセンス 文学 は、 行 詰って いると 人々 はい 

う。 途方もない 話 だ。 日本の ナンセンス 文学 は、 まだ 

ナンセンスに さえなら ない。 井伏 氏 や 中 村 氏の 先駆者 

としての 立派な 足跡 は 認めなければ ならない。 そして 

彼等 はよ き 天分 を もつ 芸術家で ある。 しかし 正しい 見 

方から すれば、 あれ は ナンセンス ではない。 ことに 中 

村 氏 は、 笑いの 裏側に、 常に 心臓 を 感じさせ ようとす 

る。 そして 或 時 は 奇術師の ように、 笑いと 涙の 混沌 を 

センス ノン 

こね だそうと する。 ナンセンス は 「意味、 無し」 と考 

えらるべき であるのに、 今、 日本の モダン 語 「ナン セ 

ンス」 は 「悲しき 笑い」 として 通用しょう としてい る- 
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